
平
成
六
年
法
律
第
八
十
五
号

製
造
物
責
任
法

（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
製
造
物
の
欠
陥
に
よ
り
人
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
に
係
る
被
害
が
生
じ
た
場
合
に
お
け

る
製
造
業
者
等
の
損
害
賠
償
の
責
任
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
者
の
保
護
を
図
り
、
も
っ
て
国
民
生

活
の
安
定
向
上
と
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
製
造
物
」
と
は
、
製
造
又
は
加
工
さ
れ
た
動
産
を
い
う
。

２
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
欠
陥
」
と
は
、
当
該
製
造
物
の
特
性
、
そ
の
通
常
予
見
さ
れ
る
使
用
形
態
、
そ
の
製
造

業
者
等
が
当
該
製
造
物
を
引
き
渡
し
た
時
期
そ
の
他
の
当
該
製
造
物
に
係
る
事
情
を
考
慮
し
て
、
当
該
製
造
物
が

通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

３
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
製
造
業
者
等
」
と
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。

一
　
当
該
製
造
物
を
業
と
し
て
製
造
、
加
工
又
は
輸
入
し
た
者
（
以
下
単
に
「
製
造
業
者
」
と
い
う
。
）

二
　
自
ら
当
該
製
造
物
の
製
造
業
者
と
し
て
当
該
製
造
物
に
そ
の
氏
名
、
商
号
、
商
標
そ
の
他
の
表
示
（
以
下

「
氏
名
等
の
表
示
」
と
い
う
。
）
を
し
た
者
又
は
当
該
製
造
物
に
そ
の
製
造
業
者
と
誤
認
さ
せ
る
よ
う
な
氏
名
等

の
表
示
を
し
た
者

三
　
前
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
当
該
製
造
物
の
製
造
、
加
工
、
輸
入
又
は
販
売
に
係
る
形
態
そ
の
他
の
事
情
か

ら
み
て
、
当
該
製
造
物
に
そ
の
実
質
的
な
製
造
業
者
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
氏
名
等
の
表
示
を
し
た
者

（
製
造
物
責
任
）

第
三
条
　
製
造
業
者
等
は
、
そ
の
製
造
、
加
工
、
輸
入
又
は
前
条
第
三
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
の
氏
名
等
の
表

示
を
し
た
製
造
物
で
あ
っ
て
、
そ
の
引
き
渡
し
た
も
の
の
欠
陥
に
よ
り
他
人
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
を
侵
害
し

た
と
き
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
め
に
任
ず
る
。
た
だ
し
、
そ
の
損
害
が
当
該
製
造
物
に

つ
い
て
の
み
生
じ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
免
責
事
由
）

第
四
条
　
前
条
の
場
合
に
お
い
て
、
製
造
業
者
等
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
証
明
し
た
と
き
は
、
同
条
に
規

定
す
る
賠
償
の
責
め
に
任
じ
な
い
。

一
　
当
該
製
造
物
を
そ
の
製
造
業
者
等
が
引
き
渡
し
た
時
に
お
け
る
科
学
又
は
技
術
に
関
す
る
知
見
に
よ
っ
て

は
、
当
該
製
造
物
に
そ
の
欠
陥
が
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。

二
　
当
該
製
造
物
が
他
の
製
造
物
の
部
品
又
は
原
材
料
と
し
て
使
用
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
欠
陥
が
専
ら

当
該
他
の
製
造
物
の
製
造
業
者
が
行
っ
た
設
計
に
関
す
る
指
示
に
従
っ
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
、
か
つ
、
そ
の
欠

陥
が
生
じ
た
こ
と
に
つ
き
過
失
が
な
い
こ
と
。

（
消
滅
時
効
）

第
五
条
　
第
三
条
に
規
定
す
る
損
害
賠
償
の
請
求
権
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
。

一
　
被
害
者
又
は
そ
の
法
定
代
理
人
が
損
害
及
び
賠
償
義
務
者
を
知
っ
た
時
か
ら
三
年
間
行
使
し
な
い
と
き
。

二
　
そ
の
製
造
業
者
等
が
当
該
製
造
物
を
引
き
渡
し
た
時
か
ら
十
年
を
経
過
し
た
と
き
。

２
　
人
の
生
命
又
は
身
体
を
侵
害
し
た
場
合
に
お
け
る
損
害
賠
償
の
請
求
権
の
消
滅
時
効
に
つ
い
て
の
前
項
第
一
号

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
三
年
間
」
と
あ
る
の
は
、
「
五
年
間
」
と
す
る
。

３
　
第
一
項
第
二
号
の
期
間
は
、
身
体
に
蓄
積
し
た
場
合
に
人
の
健
康
を
害
す
る
こ
と
と
な
る
物
質
に
よ
る
損
害
又

は
一
定
の
潜
伏
期
間
が
経
過
し
た
後
に
症
状
が
現
れ
る
損
害
に
つ
い
て
は
、
そ
の
損
害
が
生
じ
た
時
か
ら
起
算
す

る
。

（
民
法
の
適
用
）

第
六
条
　
製
造
物
の
欠
陥
に
よ
る
製
造
業
者
等
の
損
害
賠
償
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
ほ

か
、
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
規
定
に
よ
る
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
等
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
そ
の
製

造
業
者
等
が
引
き
渡
し
た
製
造
物
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
六
月
二
日
法
律
第
四
五
号
）

こ
の
法
律
は
、
民
法
改
正
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
百
三
条
の
二
、
第
百
三
条
の
三
、
第

二
百
六
十
七
条
の
二
、
第
二
百
六
十
七
条
の
三
及
び
第
三
百
六
十
二
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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